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注
文
戸
建
は
年
間
３
０
０
戸 

以
上
の
業
者
が
対
象

改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
の
一

部
が
、
11
月
16
日
に
施
行
さ
れ

た
。
今
回
施
行
さ
れ
た
の
は
、

住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の

対
象
へ
の
注
文
戸
建
住
宅
・
賃

貸
ア
パ
ー
ト
を
供
給
す
る
大
手

住
宅
事
業
者
の
追
加
な
ど
。

住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度

の
対
象
へ
の
追
加
は
、
注
文
戸

建
住
宅
・
賃
貸
ア
パ
ー
ト
を

供
給
す
る
大
手
住
宅
事
業
者

に
対
し
、
目
標
年
度
ま
で
に
住

宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
を
達

成
す
る
こ
と
を
努
力
義
務
と
し

て
課
す
内
容
で
、
具
体
的
に
は

２
０
２
４
年
度
に
外
皮
基
準
は

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
、
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
基
準
は
注
文

戸
建
は
省
エ
ネ
基
準
に
比
べ

25
％
削
減
（
当
面
は
20
％
削

減
）、賃
貸
ア
パ
ー
ト
は
省
エ
ネ

T O P I C S

基
準
に
比
べ
て
10
％
削
減
し
た

水
準
を
求
め
る
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

注
文
戸
建
に
つ
い
て
は
、
今

後
、そ
の
普
及
状
況
を
踏
ま
え
、

床
暖
房
に
関
す
る
設
計
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
取
扱
等
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
に
基
づ
く
勧
告
・
命
令
に
つ

い
て
は
建
築
主
の
意
向
等
の
事

情
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
と
し

て
い
る
。

対
象
と
な
る
住
宅
事
業
者
は

年
間
供
給
戸
数
で
決
め
ら
れ
、

注
文
戸
建
住
宅
は
３
０
０
戸
以

上
供
給
す
る
事
業
者
、
賃
貸
ア

パ
ー
ト
は
年
間
１
０
０
０
戸
を

供
給
す
る
事
業
者
。
国
土
交
通

省
で
は
、
こ
の
施
策
に
よ
り
、

注
文
戸
建
・
賃
貸
ア
パ
ー
ト
の

概
ね
半
分
程
度
は
カ
バ
ー
で
き

る
と
試
算
し
て
お
り
、
そ
の
多

く
の
住
宅
で
省
エ
ネ
性
能
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。11

月
16
日
の
施
行
で
は
、
こ

の
ほ
か
「
届
出
制
度
に
お
け
る

所
管
行
政
庁
に
よ
る
計
画
の
審

査
の
合
理
化
」「
省
エ
ネ
性
能
向

上
計
画
の
認
定（
容
積
率
特
例
）

の
対
象
へ
の
複
数
の
建
築
物
の

連
携
に
よ
る
取
組
の
追
加
」
も

施
行
さ
れ
た
。

簡
易
な
評
価
方
法
を
整
備 

20
年
４
月
か
ら
の
施
行
へ

改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
の
施

行
は
、
法
律
が
公
布
さ
れ
た

２
０
１
９
年
５
月
17
日
か
ら
２

年
以
内
に
段
階
的
に
行
わ
れ

る
。
そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
で

あ
る
戸
建
住
宅
等
の
省
エ
ネ
基

準
の
説
明
義
務
化
は
２
０
２
１

年
４
月
の
施
行
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。

戸
建
住
宅
等
の
省
エ
ネ
基
準

の
説
明
義
務
化
は
、
建
築
士
な

ど
の
設
計
者
が
建
築
主
に
省
エ

ネ
性
能
に
関
す
る
説
明
を
義
務

付
け
す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、

そ
の
説
明
に
際
し
て
は
、
建
築

物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準

へ
の
適
合
性
に
つ
い
て
評
価
を

行
う
と
と
も
に
、
そ
の
評
価
結

果
を
書
面
で
交
付
し
、
説
明
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
て
い

な
く
て
も
、
そ
の
住
宅
の
省
エ

ネ
性
能
を
評
価
し
、
数
字
的
な

根
拠
を
持
っ
て
説
明
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
、
今
回
の
説
明

義
務
化
は
、
事
実
上
の
省
エ
ネ

性
能
の
評
価
の
義
務
付
け
と
な

る
。一

方
、
国
で
は
今
回
の
説
明

義
務
化
に
伴
っ
て
省
エ
ネ
性
能

の
評
価
が
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
、
簡
易
に
省
エ
ネ
基
準
へ
の

適
否
が
判
断
で
き
る
よ
う
、
断

熱
材
、
窓
、
設
備
の
仕
様
の
み

の
情
報
で
計
算
で
き
る
簡
易
な

省
エ
ネ
性
能
評
価
方
法
の
整
備

も
進
め
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
簡
易
計
算

シ
ー
ト
の
作
成
を
検
討
し
て
い

る
。簡
易
計
算
シ
ー
ト
は
、外
皮

性
能
、
一
次
エ
ネ
ル
ギ
―
消
費

量
の
そ
れ
ぞ
れ
で
設
定
。
外
皮

性
能
Ｕ
Ａ
値
の
簡
易
計
算
シ
ー

ト
で
は
、
部
位
別
の
固
定
値
を

設
定
し
、
各
部
位
ご
と
の
熱
貫

流
率
は
、
各
商
品
の
カ
タ
ロ
グ

に
書
か
れ
て
い
る
数
値
を
転
記

す
る
だ
け
で
計
算
で
き
る
よ
う

な
も
の
に
な
る
見
込
み
だ
（
上

図
）。こ

の
簡
易
な
省
エ
ネ
性

能
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
０
年
４
月
１
日
の
施
行

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
早

期
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

く
る
。

省エネ基準適合に向け、ロードマップを策定
（一社）住宅生産団体連合会
改正建築物省エネ法を踏まえ、「省エネ基準適合に向けたロードマップ」を策定し
た。国交省のスケジュールと連携しながら、住団連として今回の改正に関連した教
育・普及活動を取り組んでいく。

プレハブ戸建の約4割がZEHに
（一社）プレハブ建築協会
（一社）プレハブ建築協会がまとめた平成30年度の「プレハブ住宅完工戸数実績調
査」で、プレハブ戸建に占めるZEHの割合が37.6％と約4割を占めたことが分かっ
た。前年の前回調査に比べ5.0ポイントの上昇。西日本エリアで割合が高い。

戸建て用のエコガラス、採用がさらに進む
板硝子協会
板硝子協会がまとめた平成30年度の「複層ガラス・エコガラス普及率調査」による
と、新築戸建て住宅のエコガラス（Low-E複層ガラス）の普及率は81.8％で、大幅に
伸びた前年から0.5ポイント増と採用がさらに広がった。

戸
建
住
宅
な
ど
に
お
け
る
省
エ
ネ
性
能
の
説
明
義
務
化
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」（
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
）の
一
部
が
11
月
16
日
に
施
行
さ
れ
た
。

今
回
施
行
さ
れ
た
の
は
、住
宅
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
の
対
象
の
拡
大
な
ど
で
、い
よ
い
よ
改
正
法
が
具
体
的
に
動

き
出
し
た
。説
明
義
務
化
の
施
行
は
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
で
予
定
さ
れ
て
い
る
。説
明
義
務
化
に
向
け
、今
後
、簡

易
な
省
エ
ネ
性
能
評
価
方
法
が
設
け
ら
れ
る
予
定
だ
。

改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
の一部
が
施
行
に

説
明
義
務
化
は
21
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
へ

改正建築物省エネ法の戸建住宅等の改正ポイント
戸建住宅等における建築士から建築主への説明義務制度の創設
〇小規模（延べ面積300㎡未満を想定）の住宅・建築物の新築等の際に、設計者
（建築士）から建築主への省エネ性能に関する説明を義務付ける

注文戸建住宅及び賃貸アパートのトップランナー制度への対象への追加
〇建売戸建住宅を供給する大手住宅事業者に加え、注文戸建住宅・賃貸アパー
トを供給する大手住宅事業者を対象に、トップランナー基準（省エネ基準を上
回る基準）に適合する住宅を供給する責務を課す

外皮性能UA値の計算シートのイメージ（抜粋）
＜6地域、W造、床断熱（浴室基礎断熱）の例＞

建材のカタログから転記し、計数を乗じた値を合計

部位 係数 熱貫流率U 結果

屋根・天井 0.192 × ＝ （1）

外壁 0.463 × ＝ （2）

床
浴室 ─ × ─ ＝ ─ （3）

その他 0.119 × ＝ （4）

窓 0.125 × ＝ （5）

ドア 0.014 × ＝ （6）

線熱貫流率Ψ

土間床等の
外周部

玄関等 0.024 × ＝ （7）

浴室 0.021 × ＝ （8）

その他 ─ × ─ ＝ ─ （9）

簡易版外皮平均熱貫流率[W/（㎡･K）]　（1）〜（9）の合計 ＝

基準値：0.87[W/（㎡･K）]出典：国土交通省
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